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維管束植物の地下部を構成する根系は、植物体の支持や水分・栄養分の効率よい吸収の

ために重要である。主根から形成される側根は、内外のさまざまな要因によって、位置や

頻度が制御されており、根系を構築する上で果たす役割は大きい。 

シロイヌナズナでは、根の内部にあるわずか数個の内鞘細胞が、細胞分裂と細胞分化を

繰り返して、主根根端と同様な構造のメリステムをもつ側根原基を形成する。また、側根

原基は周囲の組織（内皮、皮層、表皮）を押しのけて主根内部から外へと伸長する。我々

は、この一連の過程におけるパターン形成機構や、側根原基と周囲の組織との関係につい

てより詳細に理解するために、共焦点レーザー顕微鏡下での長時間タイムラプス観察を行

った。根端メリステムにおいて、中央に位置する細胞は形成中心（静止中心）として幹細

胞の維持に働くことが知られている。本セミナーでは、タイムラプスによる観察結果をも

とに、どのようにして側根メリステムの形成中心が新たに確立されるのかついて、我々の

最近の成果を紹介したい。 
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